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ナースカーの活動
令和7年4月から開始した「高齢者の方の尊厳を守り、人生を望むか
たちで過ごす」を支える地域活動です。看護師たちが、高齢者施設
の利用者の方の症状の変化の相談を受け、ナースカーで駆けつけ、
観察、アセスメントを行い、病院に救急搬送します。早期に受診、
治療を行うことで重症化の予防に繋がっています。
6月12日に開催された「ナースカーの集い」には14施設、22名が
参加し、情報交換を交え、地域医療について考える時間を過ごしました。
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なぜ今、「総合内科」が必要なのか
専門化・AI化が進む時代だからこそ、人を丸ごと診る医療が輝く

19
番目

総合診療という新しい
専門性を当院で！

総合内科は「総合診療」を専門とし
ていますが、この言葉はまだ一般的
には聞きなれないかもしれません。
総合内科は、臓器の枠にとらわれず、
患者さんの心や社会背景まで含めて
総合的に診察することを専門として
います。今後の高齢化社会において
非常に重要な役割を担う分野であり、
2017年には19番目の基本領域専門医
として認定されました。将来性が期
待されている診療科です。

そんな総合内科の3つの強み

🔍「どこが悪いかわからない」に強い！

「どの科にかかれば良いかわからない」「原因が分からない」
——そんなときこそ総合内科の出番！お話を丁寧に聞き取り

全身の診察を通じて、診断の糸口を探します。

🏡訪問診療経験を外来・入院に活かす

受診や入院からの「自宅での生活」への視点が診療の質を
高めます。スタッフ全員が訪問診療経験者です。急性期から
在宅まで連続した視点での医療を提供することができます。

👩‍⚕️ 若手医師の育成拠点

幅広い視野を持つ医師を育て、地域全体の医療を底上げす
る役割も担っています。

入院中の「生活全体」もサポートします

💉 予防医療への意識

病気の治療はもちろん、ワクチン
など予防医療も注力しています

🗣️ ACP（人生会議）

将来の医療の希望を患者・家族・
医療者が一緒に話し合います

🚶 体力低下の予防

カーテンを開け、ベッドを起こし、
体力低下を出来る限り防ぎます

💊 ポリファーマシー対策

高齢者の「薬が多すぎる問題」を
包括的に見直します

🔗 多職種チーム連携

退院後も地域で安心して過ごせる
よう、さまざまな分野の専門家が
チームとなって支援します

🏠 在宅復帰を見据えて

「自宅でどう暮らすか」を常に意
識した入院診療を行います

🤖 生成AI時代だから、
総合内科が輝く！
患者さんの訴えに耳を傾け、生活
背景を理解し、「その人らしい選
択」を共に考える力。それは今急
成長する生成AIではまだ取って代
えられません。
しかし、それこそ総合内科医師の
専門性なのです！

お気軽にご相談ください！

〈外来担当医師〉
・水曜 佐 藤
・木曜 井 上
・金曜 山 田
・第2・4火曜予約診

稲沢市民病院 総合内科 www.inazawa-hospital.jp ☎ 0587-32-2111

患者さんの「病気」も「気持ち・生活」も幅広く診ます！

病気

検査・画像の異常

臓器の働き

遺伝の影響

気持ち

不安・ストレス

病気の受け止め方

痛みへの感受性

生活

家族・仕事・孤立

経済・住まい

文化・地域環境

患者さんは病気以外に色々な背景を抱えていて、ストレスが背景の頭
痛や、生活困窮を背景としたビタミン欠乏由来の多彩な症状など、病
気以外にも心理・社会的背景は無視できません。こうした背景にも目
を向けた総合内科での診療なら、今まで以上の解決に繋げられるかも
しれません。

国内・国外の
学会活動にも
精力的に取り
組んでいます！


